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土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
道
路
・
公
園

な
ど
の
公
共
施
設
や
整
形
さ
れ
た
土
地
を

整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
地
区
全
体

の
土
地
利
用
価
値
を
高
め
、
健
全
な
市
街

地
を
つ
く
る
面
的
な
整
備
を
す
る
事
業
で

す
。 

　
現
在
、
こ
の
地
区
の
道
路
状
況
や
、
土

地
利
用
は
決
し
て
良
い
状
況
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
今
後
は
さ
ら
に
小
さ
な
開
発
が
虫

食
い
状
に
行
わ
れ
、
周
囲
の
空
間
に
も
建

築
が
進
み
、
日
照
、
通
風
等
の
環
境
悪
化

や
交
通
量
増
加
に
伴
う
渋
滞
が
ひ
ど
く
な

っ
た
り
、
道
路
に
付
い
て
い
な
い
た
め
に
、

利
用
で
き
な
い
土
地
だ
け
が
残
っ
て
い
く

こ
と
な
ど
が
充
分
予
想
さ
れ
ま
す
。 

　
市
で
は
、
岡
谷
市
の
平
地
部
の
中
央
に

位
置
し
て
い
る
湖
畔
若
宮
地
区
が
将
来
の

発
展
性
の
高
い
地
区
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

整
然
と
し
た
ま
ち
な
み
を
持
っ
た
、
明
る

く
健
康
的
で
災
害
に
も
強
い
ま
ち
づ
く
り

が
必
要
な
地
区
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
整
備
手
法
と
し
て
は
、
古
く
か
ら

の
地
域
交
流
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

残
し
な
が
ら
、
事
業
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
土
地
区
画
整
理
事
業
が
最
も
良
い
と

言
え
ま
す
。 

　
現
在
だ
け
で
な
く
将
来
に
渡
っ
て
の
土

地
利
用
の
あ
り
方
を
考
え
、
一
人
ひ
と
り

か
ら
み
て
も
、
全
体
か
ら
み
て
も
、
よ
り

良
い
市
街
地
形
成
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。 

　
し
か
し
、
個
人
の
財
産
を
動
か
し
て
い

く
事
業
で
あ
り
、
行
政
の
想
い
だ
け
で
は

進
め
ら
れ
な
い
事
業
で
も
あ
り
、
関
係
者

の
ご
理
解
と
多
く
の
方
の
合
意
な
く
し
て

は
で
き
な
い
事
業
で
も
あ
り
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
、
平
成
14
年
度
、
15
年
度
の

２
か
年
を
か
け
「
わ
が
ま
ち
検
討
会
」
を

開
催
し
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
、
検

討
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
情
報
を
提
供
し
、

慎
重
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
。 

湖畔若宮土地区画整理事業 
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公
共
施
設
整
備 

都
市
計
画
道
路
の
整
備 

　
都
市
計
画
で
決
定
さ
れ
た
道
路
の
田
中
線
（
幅

員
16
ｍ
、
延
長
234
ｍ
）、
東
町
線
（
幅
員
16
ｍ

で
変
更
予
定
、
延
長
732
ｍ
）、
若
宮
線
（
幅
員

16
ｍ
、
延
長
68
ｍ
）、
塚
間
横
河
線
（
幅
員
６
ｍ
、

延
長
306
ｍ
）
の
整
備
が
で
き
ま
す
。 

生
活
道
路
の
整
備 

　
幅
員
５
〜
６
ｍ
の
車
道
と
、
歩
行
者
道
路
を

一
定
間
隔
で
配
置
し
、
幹
線
道
路
に
接
続
す
る

よ
う
整
備
で
き
ま
す
。 

公
園
の
整
備 

　
地
区
面
積
の
３
％
、
４
７
０
０
㎡
を
４
か
所

に
配
置
し
、
み
な
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

計
画
す
る
こ
と
に
よ
り
、
使
い
や
す
く
親
し
み

の
あ
る
公
園
が
で
き
ま
す
。 

水
路
の
整
備 

　
現
在
地
区
内
に
あ
る
護
美
沢
川
の
本
流
は
、

都
市
計
画
道
路
の
中
に
い
れ
、
洪
水
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
地
区
内
に
は
、

親
し
み
の
あ
る
水
路
が
で
き
ま
す
。 

 

宅
地
の
整
備 

　
農
地
、
駐
車
場
用
地
、
宅
地
等
の
全
て
の
土

地
が
整
形
で
道
付
き
に
な
り
、
使
い
や
す
く
土

地
利
用
も
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

　
供
給
処
理
施
設
（
上
水
道
、
下
水
道
な
ど
）

が
整
備
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
個
人
境
界
が
明
確

に
な
り
、
紛
争
な
ど
が
な
く
な
り
ま
す
。 
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　平成14、15年度の｢わがまち検討会」で関係者のみなさんと作成し

た「まちづくり計画図」を基にした事業の概要は次のとおりです。 

湖畔若宮土地区画整理事業の概要 

整
備
内
容 

整
備
内
容 

◆都市計画決定　平成９年２月 

◆施 行 面 積　約16ha 

◆権 利 者 数　約190名 

◆平均減歩率　約24％ 

◆事　業　費　約74億1000万円 
　補助事業費36億4100万円 

　保留地処分金７億8400万円 

　市単独費29億8500万円 

◆施 行 期 間 
　　事業計画決定後　約12年 

現況写真（航空写真） 

都市計画道路のイメージ 

まちづくり 
　　　計画図 

岡谷市役所岡谷市役所 

南高校南高校 市民総合体育館市民総合体育館 
岡谷駅岡谷駅 

岡谷市役所 

東高校 

横
河
川 

南高校 市民総合体育館 

諏　訪　湖 
岡谷JCT

岡谷駅 

位置図 
事業地 

天竜川 
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湖畔若宮土地区画整理 湖畔若宮土地区画整理 湖畔若宮土地区画整理 
～最近の質問にお答えします～ 

　地域のみなさんと共に考え、個人に開かれた情
報を提供したいという考えのもとに、平成14年度

から誰でも参加できる「わがまち検討会」を開催し、反
対者の方にも出席を呼びかけてきましたし、地元のみな
さんや、権利者以外のみなさんの考えもお聞きしながら、
検討してきました。 
　また、権利者ではないみなさんにも意見を述べていた
だき、そうした意見も会のテーマとしてとりあげ、参加
者で話し合うなど民主的に進めてきたつもりです。 
　さらに、会議の内容、状況などは、開催のつど「まち
づくり通信」により公表し、情報の共有化を図ってきま 
した。その上で個々の権利者のみなさんに、 
想定換地などの情報をお伝えし、この
事業を理解してもらうよう努力してき
ました。このように、極めて民主的に
取り組んでいるものと考えています。 

湖畔若宮土地区画整理事業、特に「わ
がまち検討会」の進め方は民主的と
言えるのでしょうか 

農地所有者に負担を多く押しつけて
いるのでは、ないのでしょうか 

　個々の減歩率は利用価値が良くなる程度によっ
て異なりますが、農地所有者ばかりでなく、地区

内の土地所有者から公平に土地を出し合っていただく仕
組みになっていますので、区画整理事業は決して農地所
有者のみに負担していただくものではありません。 
　現状、農地だからということで減歩が高いものではあ
りません。現在の位置と将来の位置による比較であり農
地、宅地の差はありません。農地の減歩率が異常に高い
のではなく、農地が存在している所は現在、他に利用す
るには何らかの方策をとらなければむずかしい所が多い
ように思われます。 

事業は税金の無駄使い 

　都市計画道路の田中線、東町線については、市
全体としても幹線道路としての大きな位置づけが

あります。この道路整備にともない、整形された土地を
整備し、地区全体の土地利用価値を高め、健全な市街地
形成を目指す事業です。 
　事業費約74億円のうち、市が負担する金額は約47億円
ですが、都市計画道路（田中町・東町線）を街路事業で行
った場合、補償費や工事費で約30億円がかかることにな
ります。費用の投資効果を考えますと、47億円の事業費
で都市計画道路以外の面的整備ができることになります。 

貴重な自然と水田の破壊ではないか 

　減歩により面積は少なくなりますが、原則とし
てすべての土地が道路付きとなり、機械が入らず

苦労していた農地を都合よく使えるようになりますし、
営農に配慮した用排水路の設置や整地を行っていきます。 
　決して水田を他に転換させるということでなく農業を
継続したい方にとっては、農地としての利用がしやすい
状況にするものです。 

区画整理事業には 
　このような効果があります 
　区画整理事業は、まち全体を考え総合的な計画によ

り、道路、公園、個々の宅地まで含め整備し、健全な

市街地の造成を行うところにあります。しかも、住ん

でいる地区を離れることなく事業に参加し、これによ

って得られる公共的な利益を、住民一人ひとりが公平

に分かち合うことができます。 
宅地が整形になるので、土地を有効に利用することができます 



街区公園のイメージ 
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湖畔若宮土地区画整理事業 

　東町線の計画については当面、事業化する部分
の湖岸線から若宮線までの区間を16ｍで考えてい

ます。 
　都市計画道路の改良状況は30路線54,510ｍで49.9％（平
成16年３月末）であり、市全体の約半分は未整備ですが、
一つの路線の始点から終点まで一気に造らないと効果が
ないと言うものではありません。東町線についても事業
費の面からも地権者対応の面からも全線を一気に拡幅す
ることは難しいものですが、田中線、塚間横河線、若宮
線といった交通結節点までの開設でも当然、意義のある
ことです。 
　都市計画道路東町線につきまして、将来、貫通見込み
が無いとのご意見ですが、先日開通した国道20号バイパ
スに関連する部分は既に着工していますし、国道20号ま
での間が出来あがり、こちらの湖畔若宮地区でも出来れ
ば、今後のまちづくりのきっかけになっていくものと思
います。 

都市計画道路東町線の地区外は住宅
が密集して将来、開設は困難である。
そのためこの地区内の道路開設は無
駄な投資ではないか 

宅地造成は時代遅れではないか 

　この区画整理事業は、岡谷市のまちづくりにと
って重要な事業と位置づけています。宅地造成だ

けを目的としたものでなく、個人の貴重な資産である土
地について利用増進を図るとともに、田中線、東町線や
公園など公共施設の整備改善を図る事業です。健全な市
街地形成と、公共
の福祉の増進に資
するものでありま
す。 

住宅地のイメージ 

権利者意向調査 
　を準備中です！ 

　市では、平成16年度に、この事業の事業計画決定をするかの判断の参考
とするため、権利者意向調査をアンケート方式で実施したいと考えています。 
　アンケートの内容、方法につきましては、現在地元の地権者の方々と相
談中です。実施時期につきましては、まだ先ですが詳細が決まれば、説明
会等を開催し実施します。 

◆湖畔若宮区画整理事業に関するお問い合わせは… 
　　区画整理課　1２３－４８１１（内線１３５１） 5２３－５４００ 
　　　　　　　　E-mail  td@city.okaya.nagano.jp

道路等の整備により、火災など 
から人々の財産が守れます 

生活道路が整備され、安心して 
歩行することができます 

今までどおり農業ができ、作業 
もしやすくなります 

公園が整備され、子どもたちの 
遊び場や憩いの場ができます 


